
天
皇
家
と
南
越
前
町
（
五
）

④
養
蚕
神
を
祀マ

ツ

る
神
社

（
一
） 

譽ホ
ム

田ダ

別ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト
命
（
品ホ

ム

陀ダ

和ワ

氣ケ
ノ
ミ
コ
ト命・
応オ

ウ
ジ
ン神
天ス

メ
ラ
ミ
コ
ト
皇
）

　
　

八4 

 幡
神
社

4

4

4

（
宇
津
尾
・
久
喜
・
杉
谷
・

八
飯
・
湯
尾
神
社
内
・
大
谷
・
具
谷
・

大
良
・
河
内
・
菅
谷
・
河
野
・
八
田
・

赤
萩
の
春
日
神
社
内
・
西
大
道
）

　
　

鹿
蒜
神
社

4

4

4

4

（
南
今
庄
）

　
　

鹿
蒜
田
口
神
社

4

4

4

4

4

4

（
新
道
）

　
　

湯
尾
神
社

4

4

4

4

（
湯
尾
）

　
　

白
山
神
社

4

4

4

4

（
瀬
戸
）

　
　

白
鬚
神
社

4

4

4

4

（
合
波
）

　
　

熊
野
神
社

4

4

4

4

（
今
泉
）

　
　

神
明
神
社

4

4

4

4

（
上
野
）

（
二
）
保ワ

ケ
モ
チ
ノ
カ
ミ

食
神
（
豊ト

ヨ
ウ
ケ
ノ
ヒ
メ
ノ
オ
オ
カ
ミ

受
姫
大
神
）

　
　

新
羅
神
社

4

4

4

4

（
今
庄
）

　
　

稲
荷
神
社

 

4

4

4

4

（
湯
尾
神
社
内
）

　

河
野
・
今
庄
地
区
に
八
幡
神
社
（
古
代
に
は

ヤ
ハ
タ
ノ
オ
オ
カ
ミ
）
が
多
い
が
、「
八ヤ

」
は

八ヤ
シ
マ州

（
日
本
）
を
、「
幡
」
を
ハ
タ
と
発
音
す
る

と
朝
鮮
語
の
「
海
」
と
な
り
、
海
を
渡
っ
て
日

本
に
来
た
白
神
軍
団
の
信
仰
と
も
解
釈
で
き
る
。

⑤
継
体
天
皇
時
代
の
絹
糸

　

こ
の
時
代
の
古
墳
で
あ
る
足
羽
山
古
墳

群
か
ら
、
越
前
最
古
の
絹
織
物
が
出
土
し

た
。
こ
の
織
物
は
家カ

蚕サ
ン

（
白
い
糸
を
出
す

飼カ

イ

コ
い
蚕
）
と
野ヤ

蚕サ
ン

（
黄
色
の
太
い
糸
を
出
す

日
本
野
性
種
の
ヤ
マ
マ
ユ
）
の
混
紡
と
し
て

は
日
本
最
古
の
も
の
。
先
述
の
日
本
書
紀

で
越
前
の
白シ
ロ
キ
ヒ
ル蛾

を
献
上
の
後
の
説
明
文
に

「
白シ

ロ
キ
ヒ
ル蛾

を
角ツ

ヌ
ガ
ノ
コ
オ
リ

鹿
郡
（
後
の
敦
賀
郡
）
の
浦
上

の
浜
に
獲
た
り
」
と
あ
る
。
白
い
糸
を
吐
く

貴
重
な
飼
い
蚕
を
朝
廷
に
献
上
し
た
記
録
だ

が
、
こ
の
「
浦
上
の
浜
」
と
は
ど
こ
か
。
ま

ず
、「
浦
」
は
海
岸
「
上
」
は
主ア

ル
ジ人

の
意
で

東
を
示
し
、
朝
廷
は
越
前
白シ

ロ
キ
ヒ
ル蛾

の
礼
と
し
て

気
比
神
宮
に
社
領
二
十
戸
を
与
え
て
い
る
の

で
「
浦
上
の
浜
」
は
、
敦
賀
湾
東
側
一
帯
で

気
比
神
宮
近
く
の
浜
と
推
定
。
そ
し
て
、
河

野
地
区
は
十
世
紀
ま
で
敦
賀
郡
で
あ
り
、
大

谷
・
大
良
は
気
比
神
宮
の
神カ

ン
ベ戸

と
し
て
塩
・

マ
ユ
等
の
神
事
供
進
物
を
し
た
こ
と
が
気
比

社
記
に
残
る
。
特
に
大
谷
浦
は
当
時
百
二
十

戸
を
超
え
、
現
在
で
も
八
幡
神
社
（
譽
田
別

命
）
と
、
そ
の
境
内
社
も
含
め
る
と
七
社
を

残
し
、
養
蚕
・
製
塩
・
漁
業
と
港
な
ど
活
気

あ
る
村
で
あ
っ
た
の
で
、
日
本
書
紀
の
「
浦

上
の
浜
」
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。

　

も
う
一
つ
の
候
補
地
と
し
て
、
若
狭
で
は

あ
る
が
気
比
神
宮
と
関
係
の
深
い
日ヒ

ル
ガ向

を
挙

げ
た
い
。
そ
れ
は
往
時
、
日
向
は
隣
の
早
瀬

と
共
に
「
浦ウ

ラ
ノ
ゴ
ウ郷」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
譽ホ

ム

田ダ

別ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト

命
を
祀
る
稲
荷
神
社
も
現
存
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
日
向
を
ヒ
ウ
ガ

4

4

4

と
呼
ば
ず
ヒ
ル

4

4

ガ4

と
呼
ぶ
の
は
、
今
庄
の
神カ

ヒ
ル蚕

と
は
逆
で
、

蚕ヒ
ル
ガ蛾
又
は
蚕ヒ

ル
ガ
ミ神
の
転
訛
と
も
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。（
全
く
の
私
見
）

　

こ
の
よ
う
に
、
継
体
天
皇
に
よ
っ
て
推
進

さ
れ
た
養
蚕
で
あ
る
が
、
天
皇
の
曾ヒ

孫マ
ゴ

で
あ

る
聖
徳
太
子
に
よ
っ
て
更
に
奨
励
さ
れ
た
。

太
子
の
十
七
条
の
憲
法
・
十
六
条
に
「
民
を

使
う
に
時
を
以
て
す
る
は
古

イ
ニ
シ
エの

良
典
な
り
。

故
れ
冬
月
に
は
間
有
り
て
（
手
が
あ
い
て
い

る
の
で
）、
以
て
民
を
使
う
べ
し
。
春
よ
り

秋
に
至
り
て
は
農
桑
の
節
な
り
（
田
畑
や

養
蚕
の
頃
な
の
で
）、
民
を
使
う
べ
か
ら
ず
。

そ
れ
農
せ
ざ
れ
ば
何
を
か
食
ま
む
、
桑
と
ら

ず
ば
何
を
か
服
む
」
と
あ
る
。
こ
の
古
代
に

活
躍
さ
れ
た
お
二
人
の
養
蚕
の
精
神
が
、
中

世
・
近
世
の
越
前
地
方
に
も
引
き
継
が
れ
た

よ
う
で
あ
る
。

⑥
南
越
前
町
の
養
蚕

　

今
庄
地
区
は
古
く
か
ら
養
蚕
が
盛
ん
で

あ
っ
た
が
、
特
に
幕
末
安
政
の
頃
か
ら
横
浜

開
港
貿
易
に
お
い
て
、有
利
な
今
庄
生キ

糸イ
ト（

マ

ユ
糸
を
製
糸
し
た
も
の
）
が
輸
出
さ
れ
て
い

る
。
古
文
書
と
し
て
横
浜
港
で
の
生
糸
取
引

の
仕
切
書
が
残
り
、
末
尾
に
「
越
前
今
庄
・

京
藤
小
八
郎
様
・
斉
藤
忠
三
郎
様
」
と
あ
る
。

明
治
に
な
る
と
今
庄
宿
と
し
て
収
入
が
な
く

な
り
、周
辺
各
村
を
含
め
て
桑
園
を
開
拓
し
、

養
蚕
・
生
糸
生
産
を
図
っ
た
。
明
治
五
年
に

今
庄
製
糸
信
用
販
売
組
合
・
大
正
三
年
に
は

北
陸
製
糸
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
県
内
の

み
な
ら
ず
滋
賀
県
か
ら
も
マ
ユ
が
集
め
ら
れ

た
よ
う
だ
。

　

そ
し
て
平
成
七
年
、
湯
尾
の
落
井
三
郎
さ
ん

が
福
井
県
最
後
の
マ
ユ
を
出
荷
さ
れ
、
古
代
か

ら
続
い
た
越
前
の
養
蚕
事
業
は
幕
を
閉
じ
た
。

　

河
野
地
区
の
養
蚕
で
あ
る
が
、
日
本
書
紀

中
の
「
浦
上
の
浜
」
が
ど
こ
か
は
別
と
し
て
、

敦
賀
湾
東
浦
（
河
野
地
区
を
含
め
た
広
義
）

一
帯
は
農
漁
業
の
副
業
と
し
て
養
蚕
が
盛
ん

で
あ
っ
た
。
特
に
温
暖
で
初
霜
の
遅
い
海
岸

部
の
桑
は
、
晩
秋
蚕
に
重
宝
さ
れ
て
、
近
江

の
余
呉
村
・
木
ノ
本
村
や
賤
ヶ
岳
近
く
の
西

山
村
ま
で
送
ら
れ
た
。
夕
方
採
ら
れ
た
桑
葉

を
舟
で
敦
賀
に
出
し
、
後
は
陸
路
で
明
朝
早

く
近
江
に
着
い
た
よ
う
だ
。
明
治
以
後
鉄
道

が
開
通
す
る
と
、
貨
車
輸
送
と
な
っ
た
。
私

も
遺
伝
実
験
で
暗
秋
産
を
育
て
た
時
は
、
杉ス

イ

津ヅ

の
国
道
横
の
畑
桑
で
何
回
も
頂
い
た
こ
と

が
あ
る
（
今
は
ミ
カ
ン
畑
と
な
る
）。

　

ま
た
、
桜
橋
近
辺
の
集
落―

特
に
赤
萩
の

桑
は
、早ワ

セ生
桑
（
早
春
蚕
用
の
春
摘
み
の
桑
）

を
取
り
木
や
接ツ

ぎ
木
で
増
殖
さ
せ
、
大
量
の

桑
葉
を
近
江
や
脇
本
村
の
今
村
桑
問
屋
に
送

り
届
け
た
よ
う
だ
。
大
正
五
年
に
は
、
赤
萩

養
蚕
組
合
は
県
下
優
秀
養
蚕
組
合
と
し
て
表

彰
さ
れ
、
皇
后
陛
下
か
ら
賜
菓
の
伝
達
を
受

け
て
い
る
。

　

さ
て
、
養
蚕
関
係
の
最
後
に
少
し
悲
し
い

話
。
近
江
の
伊
具
村
大
音
は
、
昔
か
ら
生
糸

で
作
る
琴
や
三
味
線
の
糸
の
生
産
地
で
あ

り
、
民
謡
の
本
場
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
に
次

の
民
謡
が
残
る
。

　
「
今
庄
出
て
か
ら
孫
谷
ま
で
は
、
笠
の
雫

シ
ズ
ク

や
ら
涙
や
ら
、
江
州
・
若
狭
に
繰ク

リ

屋ヤ

が
な
く

ば
、こ
ん
な
苦
労
は
し
ょ
ま
い
も
の
を
」
と
。

当
町
出
身
の
糸イ
ト
ク
リ操
娘コ

か
製
糸
研
修
生
の
作
で

あ
ろ
う
。（
次
号
の
製
塩
で
最
終
稿
の
予
定
）

増
澤 

善
和


